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本書は、 『敬語表現』
（一九九八）
、 『敬語表現教育の方法』
（二〇
〇六）
、 『敬語表現ハンドブック』
（二〇〇九）
、 『敬語コミュニケー
ション』
（二〇一〇）
といった「敬語表現」に関する一連の著作か
ら更に一歩論を前に進め、 「待遇コミュニケーション」という捉え方を前面に打ち出した蒲谷宏氏の研究の集大成である。　
これまでも著者は、 「敬語表現」と題した一連の著作の中で、
「言材」としての敬語を静的にとらえて整理するのではなく、コミュニケーション行為 おいて敬語表現がど ように使用されているかを動的にとらえ、整理を試みる研究スタンスをとってきた。しかしながら、本のタイトルにつけられた「敬語表現」という語彙は、ともすると敬語 静的な言材整理というイメージを払拭できず、読み手が筆者の意思や意図を読み取る以前に読み手を固定観念から解き放た い面があったように思われ 。その意味で、 「待遇コミュニケーション」 いう本のタイトルづけは新鮮である。 」と「コミュニケーション」という単独で聞き慣れてはいても複合語としての意味 すぐにはつかめない 者を筆者の展開す 世界に誘 のに効果的なタイトルではな かと思う。　
本書は、敬語や敬語表現を内包する待遇表現に関し、形式から
ではなく行為から研究対象として捉え、 「人間関係」と「場」を重視する「待遇コミュニケーション」について論を進めている。全体は六章から成る。その内容を以下に紹介する。　
第１章では、研究の目的と意義、およびその位置づけについて
述べられている。本書の研究が「 〈言語＝行為〉観」という言語観に基づくものであり、その目的は「待遇コミュニケーション」という捉え方の意義を示し 本質を明 かにすることであるとしている。そしてそ として、 「待遇コミュニケーション」の普遍性を求める研究により、一人一人 人間の行為としての言語のありかた 浮かび上がらせ、言語研究が人間研究としての意味を持つ可能性を示唆している。また、社会生活を営む人間が互いにより良い関係を創 ための言語研究と言語教育研究と 連動をも同時に示唆している。第６章 「まとめ 今後の課題」についても第１章との呼応で成立している。　
第２章は、 「待遇コミュニケーション」を考察するための枠組
みと、考察の前提 なる考え方につ て詳細に論じている。まず、考え方 し 、 「待遇コミュニケーション」を考察すると うことは、コミュニケーション主体が「場面」をどのような して認識し その認識によりどのような 意識 「内容」 「形式」でコミュニケーションを行っているかを明らかにす ことであ とのスタンスを明確にしている。また、こ 研究が個別のコミュニケーションの個別の認識を明らかにすることではなく、個別のコミュニケーション行為に含まれる共通性や普遍性を追究す ことであるとしている。こういった考え方を前提として、 「コミュニ
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ケーション行為」 「コミュニケーション主体」 「人間関係と場」 「意識」 「内容」 「形式」などの理論的枠組みについて、具体例を挙げながら解説している。　「コミュニケーション行為」 「コミュニケーション主体」 「人間関係と場」に関しては、これまでに著者が「敬語表現」と題し論じてきた複数の著作物にもみら るように、実にシステマティックで、数式をみるような鮮やかさで整理されており、説得力が感じられる。その後に続く「意識」 「内容」 「形式」については、 「意識」は「きもち」 、 は「なかみ 、 「形式」は「かたち」とそれぞれを平仮名でわかりやすくラベルづけした上で、それらが相互に連動し合うことが論じられている。　第３章では、 「敬語」についての整理がなされている。これま
での敬語論の研究史を踏まえながら、 「言材とし の敬語」と 敬語表現における敬語 区別 て、それぞれの性質と機能についてまず解説している。第４節の「敬語表現における敬語」においては、豊富な実例、文例を挙げながら詳細に紐解いている。コミュニケーション主体が何を高めようとしてい のか、事態を客観的に捉えるのか自分との関わりで捉える かと っ 「意 ＝きもち」と「認識」の重要性を じた上で、それ と 形式 「内容」とがどのように絡むかという点について頁 割い 考察している点が大変興味深い。　
第４章は、 「待遇コミュニケーションとしての敬語コミュニ
ケーション」に関する章である。こ 章では、著者はまず 敬語コミュニケーション」と「敬意コミュニケーション」の相違を明
確にしている。端的に言えば、 「敬語コミュニケーション」とは、敬語が用いられているコミュニケーションであり、 「敬意コミュニケーション」とは、尊重の意識や敬意が込められているコミュニケーションのことである。　
著者は、第４章第２節「敬語コミュニケーションの諸相」にお
いて、よく巷で話題になる「正しい敬語の使い方かどうか」について具体的な事例を挙げながら検討 ている。 後半の事例は、 「文話」における敬語コミュニケーションと 示されて る。 「文話」とは、著者が文章と談 の総称として作った用語であ が、文字化された音声表現あるいは音声化された文字表現も指す。その例として文部科学大臣から出された「敬語の指針」の中の諮問理由説明を取り上げて る点が興味深く、著者のユーモア センスが垣間見える。また、倉本聰脚本の『拝啓 父上様』のシナリオにおける談話も検討課題の例として挙げられている。 『拝啓、父上様』は次章でも用いられているが 登場人物の意識と表現との関係が鮮明に解かれている。　
著者はこの節において、様々な検討課題を通して、敬語の誤用
は形式上の間違いよりも高めるべき対象を誤った場合の方が問は大きくなること、細かい敬語の使 方にこだわ より、コミュニケーション主体が場面と自分の意識 の連動の結果 の自己表現のありように注目すべきことを強調している。そし 敬語コミュニケーションを研究対象とする場合、敬語の誤用や問題となる敬語表現を挙げて「どれ 正しい 」 結論付けを目的とするのではなく、コミュニケーション主体の意識がどのようなも
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か、場面と意識と形式との連動がどのようなものか、それが敬語コミュニケーションのあり方とどうつながっていく を明らかにすることの方が重要だと結論づけている。第３節「敬意コミュニケーション」では、再度シナリオを例に取り上げながら、一回のやりとりによって成立するも ではなく、やりとりを繰り返すことで重層的な表現行為と理解行為の積み重ねによって敬意コミュニケーションが成立するこ を明らかにしている。　
第５章では、 「待遇コミュニケーションの諸相」と題して、現
代日本語における待遇コミュニケーションの実態を明らかにしようとしている。まず第１節で、表現行為を表現主体の意図により①自己表出②理解要請③行動展開の三つの表現に類型化している。その上で、第２節、第３節において「 動展開」を意図するコミュニケーションを中心に詳細に考察を試みてい 。はじめに、 「行動展開」表現を、 「行動」 「決定権」 「利益・恩恵」 「意図名」「典型的な表現例」により九つに類型化した上で、 「行動」＝自分、「決定権」＝相手、 「利益・恩恵」＝自分という構造を持つ行為が最も丁寧なものとなる「丁寧さの原 」を解いている。それを前提として、一九九八年に著者が「あたかも表現」と名付けたについて具体例を挙げながら検討している。 「あたかも表現」とは「意図Ｘを持つ事態 おいて、本来の意図Ｘ 示す表現Ｘを用いず、あたかも意図Ｙ 意図するかのように 現Ｙを用いて表現する行為 る は、その時に用いられる表現Ｙのことで ると規定されている。例えば、本来なら「作成しなさい」と命令指
示する場面において、あたかも依頼を意図するかのように「作成してもらえますか」と表現することを指す。　
ちなみに評者は、この「あたかも表現」の一九九八年の規定と
類型化に大きな恩恵を受けている者である。大学生の言語表現教育や新入社員のコミュニケーション教育において、 「敬語」ではなく「敬意を示す表現」として「あたかも表現」を紹介 ることで、受講生に非常 わかりやすいと好評を得ている。個人的には、第５章で山田太一脚本の『ふぞろいの林檎たちⅡ』のシナリオのやりとりを例にとり、 「許可求め」 「申し出」 「忠告・助言」 「勧め」「許可与え」 「指示・命令」 「誘い」などの「行動展開」における「待遇コミュニケーション」を考察している箇所が、本書の中で最も引き込まれたところである。　
以上、六章にわたる本書の内容を紹介した。昨今はケータイ、
パソコンを中心とした対人コミュニケーション パーセンテ ジが上がる一方である。電子文字 の送信は 便利であ 反面、送り手の意図が十分に伝わらなかったり受け手が曲解したり 危険性も同時に持ち合わせている。このような時代だからこそ、ますます人と人とのより良いつながりが求められ 待遇コミュニケーションの研究 教育の必要性は一層重要なも となろう。著者のことばを引用すれば、 「相互尊重に基づく自己表現と他者理解」を目指 ものとして、 「待遇コミュニケーション」という用語が本書により市民権を得ることを期待したい（二〇一三年四月
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